
医療的ケア児等支援検討部会 

令和３年度の報告 

 医療的ケア児等にかかわる、相談支援事業所、児童発達支援事業所、日中一時支援事業所、学校、短期

入所施設に加え、医療機関（病院、訪問看護、リハビリテーション）が加わり、医療的ケア児等の現状や

課題や部会の在り方について検討しました。医療的ケア児等が地域生活を送るにあたって、誰でもスムー

ズに関係機関につながることが必要ではないか。そのために、ライフステージに沿って、本人や家族が医

療的ケア児等支援の仕組みや機関がわかり、見通しを持って地域生活を送れるようにすることが大事であ

ると話されました。まずは、ライフステージごとの支援機関を整理し、コーディネートの役割を担う機関

はどこかを検討しようと方向性が決まりました。最終的には保護者にとってわかりやすいシステムを作ろ

うと検討方向を決めました。 

回 開催日 実施内容概要 参加数 

１ 令和３年５月 31 日 

オンライン（ZOOM）開催 

医療的ケア児等の課題について、振り返りと取り組みの優先に

ついて 

４機関 

７人 

２ 令和３年９月１日 

オンライン（ZOOM）開催 

医療的ケア児等支援システムの検討に向けて 

 医療関係の現状把握（部会委員に医療機関参加） 

９機関 

13 人 

３ 令和３年 10 月 20 日 

対面開催 一部 ZOOM で参加 

医療的ケア児等支援部会の在り方について 

 医療的ケア児等の支援の課題 

 部会メンバーについて 

８機関 

13 人 

４ 令和３年 12 月２日 

対面開催 一部 ZOOM で参加 

医療的ケア児等支援部会の在り方について 

 部会の向うところ 

 部会の取り組みで優先するもの 

10 機関 

16 人 

５ 令和４年２月 15 日 中止（新型コロナウイルス感染症対策のため）  

 


